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万
年
不
況
の

歯
科
医
に
は
む

し
ろ
手
痛
い
休

診
だ
が
、
５
月

の
大
型
連
休
は
観
光
業
界
に

と
っ
て
気
候
は
温
暖
で
最
大

の
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
。

　

資
本
主
義
の
自
然
の
流
れ

と
し
て
、
最
近
は
小
型
業
者

が
淘
汰
さ
れ
親
会
社
が
あ
り

資
金
の
潤
沢
な
大
手
だ
け
が

生
き
残
っ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
個
人
の
小
売
り

業
が
衰
退
し
て
日
本
全
国
各

地
に
展
開
し
て
い
る
大
手
の

流
通
業
者
と
似
て
観
光
業
も

商
品
の
画
一
化
が
目
立
つ
。

ど
こ
へ
旅
行
し
よ
う
が
グ
ル

メ
と
エ
ス
テ
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
ば
か
り
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地

で
は
こ
れ
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
が
加
わ
る
。

　

世
界
遺
産
登
録
は
業
者
に

は
目
玉
商
品
に
な
る
が
、
文

化
や
生
活
も
華
美
に
包
装
さ

れ
、
当
時
の
普
通
の
生
活
者

の
視
点
は
遠
く
小
さ
い
。
歴

史
も
勝
者
の
側
か
ら
だ
け
描

か
れ
る
。

　

だ
が
、
例
外
も
あ
る
。
ア

フ
リ
カ
西
海
岸
の
奴
隷
貿
易

の
基
地
の
港
に
奴
隷
商
品
の

倉
庫
だ
っ
た
建
造
物
が
遺
産

と
し
て
残
っ
て
お
り
、
新
大

陸
の
奴
隷
の
子
孫
達
が
自
分

の
ル
ー
ツ
を
自
分
の
眼
で
見

よ
う
と
訪
れ
る
ら
し
い
。

漬
け
に
加
え
て
、『
社
会
的

入
院
』
の
温
床
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
現
行
制
度
を

廃
止
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
役

時
代
に
加
入
し
て
い
た
保
険

制
度
で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
老
後

の
医
療
を
支
え
る
制
度
に
改

め
ま
す
。―

中
略―

ま
た
、

高
齢
者
に
も
保
険
料
負
担
と

利
用
時
の
定
率
１
割
負
担
を

求
め
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
意

識
に
基
づ
く
患
者
本
人
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク
も
促
し
ま
す
」

（
01
年
参
院
選
政
策
）
と
さ

れ
た
。
こ
の
部
分
は
、
自
公

政
権
と
ほ
と
ん
ど
区
別
で
き

な
い
内
容
で
あ
る
。

　

医
療
問
題
の
所
在
を
、
専

ら
患
者
側
の
無
駄
な
受
診
と

医
療
機
関
の
過
剰
診
療
に
求

め
、
い
っ
そ
う
の
自
己
負
担

・
受
診
抑
制
と
効
率
化
を
図

る
の
が
民
主
党
の（
高
齢
者
）

医
療
政
策
で
あ
っ
た
。

小
沢
氏
合
流
前
は

ア
マ
チ
ュ
ア
集
団

　

小
沢
は
２
０
０
３
年
に
合

流
し
た
。
そ
れ
以
前
の
民
主

を
行
っ
た
。
①
年
金
の
税
に

よ
る
保
障
②
ひ
と
り
月
額
２

万
６
千
円
の
子
ど
も
手
当
の

支
給
③
農
家
の
「
戸
別
所
得

補
償
制
度
の
創
設
」
④
公
立

高
校
授
業
料
無
料
化
⑤
医
師

の
増
員
な
ど
福
祉
国
家
的
な

政
策
を
打
ち
出
し
、
大
勝
利

を
得
た
。

　

09
年
衆
院
選
で
は
、
07
年

参
院
選
と
同
じ
こ
と
を
よ
り

大
規
模
に
実
現
し
た
。
た
だ

し
、
小
沢
の
戦
略
は
「
政
策

よ
り
票
」「
政
策
よ
り
議
席
」

「
政
策
よ
り
政
権
」
で
あ

り
、
政
策
を
忠
実
に
実
行
す

る
気
は
無
か
っ
た
。

党
は
「
大
学
サ
ー
ク
ル
の
よ

う
な
『
ノ
リ
』
で
仲
間
と
話

し
、
政
策
勉
強
に
精
を
出
し

て
い
た
民
主
党
に
は
、
政
局

の
先
を
見
通
す
カ
ン
や
国
会

対
策
な
ど
政
治
の
『
プ
ロ
』

に
必
要
な
技
術
、
経
験
が
乏

し
か
っ
た
」（
日
経
09
年
９

月
５
付
）
と
評
さ
れ
る
よ
う

な
、
ア
マ
チ
ュ
ア
政
治
集
団

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、「
選

挙
の
神
様
小
沢
一
郎
」
の
参

加
で
、
政
権
を
現
実
的
に
狙

う
政
党
に
脱
皮
し
た
の
で
あ

る
。

　

小
沢
率
い
る
07
年
参
院
選

で
民
主
党
は
、
従
来
の
新
自

由
主
義
的
政
策
か
ら
大
転
換

療
保
険
の
効
率
化
・
公
平
化

を
進
め
ま
す
」（
１
９
９
８

年
参
院
選
政
策
）
と
い
う
認

識
で
あ
り
、
07
年
以
前
の
各

種
選
挙
政
策
で
繰
り
返
さ
れ

る
。
高
齢
者
医
療
で
は
さ
ら

に
露
骨
に
、「
現
在
の
『
老

人
保
健
制
度
』
は
、
全
国
一

本
で
、
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
も
競
争
も
存
在
し

な
い
た
め
、
薬
漬
け
・
検
査

高
齢
者
医
療
は
自
公

政
権
と
区
別
で
き
な
い

　

民
主
党
の
医
療
政
策
の
最

大
の
弱
点
は
「
医
療
制
度
の

矛
盾
と
無
駄
を
見
直
し
、
医

医
療
費
増
よ
り「
効
率
化
」推
進

問
題
点
を
患
者
・
医
療
機
関
に
求
め
る

《３》

新
政
権

新
政
権

医
療・社
会
保
障
政
策

日
野
秀
逸
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

　

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
政

権
交
代
を
実
現
し
た
民
主
党

で
す
が
、
鳩
山
首
相
や
小
沢

幹
事
長
の
一
連
の
「
政
治
と

カ
ネ
」の
問
題
、限
り
な
く
ゼ

ロ
に
近
い
診
療
報
酬
改
定
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

の
先
送
り
な
ど
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
不
履
行
へ
の
国
民
の
失

望
感
を
受
け
、
内
閣
支
持
率

は
下
が
る
一
方
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

め
ぐ
っ
て
は
、
10
年
度
か
ら

20
都
道
府
県
以
上
で
保
険
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
滞
納
者
、短
期
保

険
証
交
付
者
が
増
加
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
多
く

の
医
療
難
民
を
生
み
出
す
危

険
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
歯
科
診
療
報

酬
改
定
で
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
初
・
再
診
料
や
基

礎
的
技
術
料
が
一
部
引
き
上

社
会
保
障
充
実
を
各
政
党

に
公
約
さ
せ
る
好
機

　

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
今
す
ぐ
廃
止
！

守
ろ
う
い
の
ち
！
な
く
せ
貧
困
！
」
の
声
を
近

畿
か
ら
発
信
し
よ
う
と
、
５
月
22
日
に
近
畿
総

決
起
集
会
を
エ
ル
・
お
お
さ
か（
天
満
橋
）で
開

く（
同
実
行
委
員
会
主
催
）。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
早
期
廃
止
や
患
者
負
担
の
軽
減
を
参
議

院
選
挙
の
争
点
と
し
、
国
民
と
一
体
と
な
っ
て

実
現
さ
せ
る
た
め
に
、山
上
紘
志
副
理
事
長（
写

真
）
が
集
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

近畿総決起集会 ５月22日近畿総決起集会 ５月22日

げ
ら
れ
、
協
会
や
保
団
連
の

要
求
が
一
定
反
映
さ
れ
た
も

の
の
、
歯
科
医
療
費
抑
制
政

策
と
し
て
の
包
括
化
の
拡
大

や
明
細
書
発
行
の
義
務
化
な

ど
、
歯
科
医
療
の
危
機
を
よ

り
一
層
進
め
る
内
容
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
歯
科
医
療
の

窮
状
を
救
う
た
め
に
は
、
基

本
診
療
料
へ
の
技
術
料
の
包

括
化
や
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求

化
な
ど
の
不
合
理
に
対
す
る

声
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
医
療
政

策
機
構
が
発
表
し
た
２
０
１

０
年
の
「
日
本
の
医
療
に
関

す
る
世
論
調
査
」
結
果
に
よ

方
が
大
き
く
問
わ
れ
る
選
挙

で
す
。
保
団
連
・
協
会
は
、

す
べ
て
の
国
民
に
医
療
を
保

障
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

患
者
負
担
の
軽
減
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
速
や
か
な

廃
止
な
ど
の
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
幅
広
く
国
民
や
他

団
体
と
共
同
し
て
こ
れ
ら
の

る
と
、
将
来
の
医
療
費

に
対
し
て
「
深
刻
な
病

気
に
か
か
っ
た
時
に
医

療
費
を
払
え
な
い
」
と

の
不
安
を
持
つ
人
が
79

％
に
も
の
ぼ
り
、
８
割

近
い
人
が
医
療
費
へ
の

不
安
を
か
か
え
て
い
る

と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　

７
月
の
参
議
院
選
挙

は
、
国
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
政
治
の
あ
り

後
期
医
療
は
今
す
ぐ
廃
止
！ 

守
ろ
う
い
の
ち
！ 

な
く
せ
貧
困
！

医
療
改
善
を
世
論
に
し
よ
う

運
動
を
進
め
、
各
政
党
の
参

議
院
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
掲
げ
さ
せ
る
絶
好
の
機
会

と
し
て
、
こ
の
22
日
の
集
会

を
開
き
ま
す
。
こ
れ
を
契
機

に
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
平

和
的
生
存
権
を
打
ち
立
て
ま

し
ょ
う
。

　

集
会
で
は
、
笑
工
房
の
笑

福
亭
松
枝
師
匠
に
よ
る
落
語

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
医
療
崩

壊
」
や
、
医
療
や
地
域
の
現

場
の
声
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク
す

る
な
ど
の
企
画
を
予
定
。
司

会
は
「
医
療
ど
ぉ
〜
ナ
ル
」

で
お
な
じ
み
の
寺
谷
一
紀
さ

ん
が
務
め
ま
す
。
ご
家
族
、

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

近
畿
総
決
起
集
会
の
参
加
申

込
は
協
会
ま
で

ま
た
、
電
子
請
求
義
務
化
に

伴
う
明
細
書
発
行
体
制
の
有

無
と
併
せ
、
院
内
掲
示
が
求

め
ら
れ
る
。

　

掲
示
し
て
い
な
い
場
合

は
、
保
健
所
か
ら
の
立
入
検

査
で
改
善
報
告
が
求
め
ら
れ

た
り
、
近
畿
厚
生
局
に
よ
る

適
時
調
査
で
施
設
基
準
に
適

合
し
な
い
こ
と
が
判
明
す
れ

ば
、
保
険
の
算
定
要
件
が
問

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
古

い
も
の
は
処
分
し
て
、
新
し

い
も
の
を
掲
示
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
シ
ー
ル
形

式
に
な
っ
て
お
り
、
各
医
院

が
届
け
出
た
項
目
を
台
紙
に

張
っ
て
掲
示
す
る
。

　

今
改
定
で
は
、
在
歯
管
、

歯
技
工
、
手
術
歯
根
な
ど
の

施
設
基
準
が
新
設
さ
れ
た
。

　

協
会
は
、
診
療
報
酬
改
定

に
伴
い
、
院
内
掲
示
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
施
設
基
準

や
医
療
法
な
ど
で
定
め
ら
れ

た
院
内
掲
示
事
項
の
ポ
ス
タ

ー
を
作
成
し
た
。
今
号
に
同

封
し
て
全
会
員
に
届
け
る
。

お 知 ら せ

院内掲示ポスター。届出項
目を張りつけて活用する　

施設基準

院内掲示ポスター作成
今号に同封、医院で活用を

第46回通常評議員会
５月15日（土）
 午後５時45分～６時45分

【会場】Ｍ＆Ｄホール
【議案】①2009年度決算案
　　　　②2010年度予算案
【報告】 2009年度協会・保団

連運動の中間総括

※ 評議員会前に午後４時から保険
医会館で韓国視察報告会を開き
ます

　協会ホームページに会員専用ペ
ージを作成しました。ＩＤとパス
ワードは毎月10日前後に変更し、
５月からは引去明細書に記載しま
す。次回の変更は５月10日ごろの
予定です。

場
所 

エ
ル
・
お
お
さ
か 

午
後
３
時
〜

▼クラウン・ブリッジ維持管理▼　当院で装着した冠やブリッジについて、２年間の維持管理に取り組んでいます。異常

があればそのままにせずお早めにお知らせください。▼入れ歯を６カ月再作製できない取り扱い▼　入れ歯（同一の物）を新しく作った後、６カ月間は新たに作り直すことはできません。

他院で作った入れ歯についても同様です。▼患者さまと協力して歯の病気の継続的管理に努めています▼

▼通院が困難な患者さまには訪問診療を行っています▼

▼当院では個人情報保護に努めています▼　問診票、診療録、検査記録等の個人情報は治療目的以外には使用いたしません。▼歯科治療総合医療管理▼在宅歯科治療総合医療管理▼
　高血圧や糖尿病などの疾患をお持ちの患者さまには、主治医から患者さまの情報を提

供してもらい、全身的な管理のもとで歯科治療しています。▼在宅療養支援歯科診療所▼　高齢者の在宅や社会福祉施設での療養を歯科医療面から支援する体制を整えています。▼歯科訪問診療の地域医療連携体制▼　訪問診療に際し他の医療機関と連携し、緊急時の対応を確保します。▼外来診療環境体制▼　歯科の特性に配慮した総合的な歯科医療環境を整備しています。▼う蝕歯無痛的窩洞形成▼　レーザー機器を使用して、虫歯を削る振動や音、痛みを少なくして治療します。▼歯周組織再生誘導手術▼手術時歯根面レーザー応用▼
　重度の歯周疾患に対し、保護膜を使って歯根と歯根膜の再結合や歯槽骨の再生を促進

する手術を実施しています。また、レーザー機器を使用して歯石除去等を行っています。
▼歯科技工▼
　当院内に歯科技工士が勤務しておりますので、入れ歯の修理が迅速に行えます。▼領収証発行について▼　初診・再診料、医学管理料、検査などの区分がわかる領収証を発行しています。明細

書は発行しておりませんので、ご了承ください。▼明細書発行について▼

▼明細書発行について▼　明細書の発行を無料で行っていますが、ご不要の方は窓口にお申し出ください。

　※明細書がご不要な方には、従来どおり無料で領収証を発行しています。
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⑮

　通常、明細書の発行はしていませんが、必要な場合にはお申し出ください。なお、発

行手数料は１枚　　　　円が必要です。領収証は従来どおり無料で発行しています。

会員専用ページ作成
ＩＤ：hokeni ／ パス：kyoukai


